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m税兜納lニご協力ください

今月のど詩草護者量殺は、次のとおり行者いますので

ご事j湾ください。(態E更年余保険料も取り緩い

いたします。}
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め人口が15万人になる昭殺62

王手ごろまて'衛さ主主をま呈

できます。
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市営住宅16世務会を 3KGつ

罪悪取りで4滋襲撃て鉄筋コン

ク1)山崎ト造りで、 8ヲ聖地先

O)!f下年度完成した市営主主~

O);jtilll]jニ慾設しました。

4 J守から入騰が予定されて

います。ヱ繁3，900万将。

も天王合室長iこ行政逮絡五時を開設し;

し、印銭登録設明等の発行を

お号ます。こ

を費やしてお司ます。

湖北苦言滋小学校犠室長ヱ毒事・急増する児

童撃i二校舎襲撃設が途いっかないためブレ

ハブ教2震での勉強が余儀なくされて

お号ますが、今年度lま普遂救護霊20、

特君Ij数議室2をま議事H てお丹ます。

工事費iま11:意3，42号万河合

て'主義ベ15，692人も事IH有さ

れ、チビッモ子大ちに姿iま

れました。

手蓄電沼遊歩滋建設は今年度多重量

愛2，1目。万円マヰ日Omを霊童設して

おります。言語長立は昭和51者三 3fl
家認の予去をです。

柴崎ニk総疫機ま整理事事議

施行喜毒殺は57haで今年度{ま 3芸書ヱ毒事を

I f意6，576')王将で行なっておりますが、J完成は富塁手o…料の刊です。
完成。〉後iま1，715投手害、 6，850人の入居

が5も込まれてお号

ます。

2小学校i草木造で、いたみがは

しいため管ま豊穣の改築をいたしてお丹

す。この練に普通教家3、特'-lll事長支3

てあります。工事費は3，740方向

昭和46.47年皮の議室綬理事襲撃の実5定合排水

路改修工務・天王台、久王寺袋、土谷?窓会、

ら流れてくる排水幸一ヵ所iニ緩めて利根

)11へきますものです。ヱ華客襲警は5，700万向。
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